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Ⅰ.１９年３月期決算
１．当期連結業績の概要（対前年比）

29

49

60

485

07.3

(b)

営業利益増 ＋１８1336経常利益

経常利益増 ＋１３

前期、旧大垣工場跡地処理損失 ＋５８
64△35当期純利益

炭素繊維増益 ＋１７

・価格堅調

・生産性向上（ＴＴＡ 他）

1842営業利益

炭素繊維増収 ＋５１

・需要拡大－産業資材、航空機市場

・価格アップ及び販売量増

45440売 上 高

主要内訳
差

(b)-(a)

06.3

(a)

（単位：億円）

為替レート（円/ドル） 113 117
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２．セグメント別損益（対前年比）

06.3月期(a) 07.3月期(ｂ) 増減(ｂ)－(ａ)

構成比 構成比 増減率

炭素繊維 289.3 66% 340.5 70% 51.2 18%
・需要拡大傾向継続
　産業資材・航空機分野好調

テキスタイル 66.9 15% 64.3 13% △ 2.6 △4% ・定番素材縮小

その他 83.8 19% 80.3 17% △ 3.5 △4% ・低採算分野縮小

計 440.0 100% 485.2 100% 45.2 10%

炭素繊維 42.2 - 59.0 - 16.8 40%

<売上高比率> <14.6%> <17.3%> <2.7%>

テキスタイル △ 5.0 - △ 4.6 - 0.4 -
差別化素材へのシフト
総コストダウン(販管費等)

その他 4.5 - 5.3 - 0.8 20%

計 41.6 - 59.8 - 18.2 44%

36.2 － 49.3 － 13.1 36%

△ 35.2 － 28.5 － 63.7 -

内訳

経　常　利　益

当　期　利　益

営
業
利
益

売
 
上
 
高

・価格堅調
　　（原燃料価格上昇の転嫁努力）
・生産性向上(TTA他)､ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

（単位：億円）（１）事業別セグメント（１）事業別セグメント
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（単位：億円）

06.3月期(a) 07.3月期(ｂ) 増減(ｂ)－(ａ)

構成比 構成比 増減率

日　本 295.4 67% 310.0 64% 14.6 5%
・炭素繊維事業増収
・テキスタイル事業減収

欧　州 94.7 22% 112.3 23% 17.7 19%
・産業資材、航空機分野好調
・TTE増設

米　州 50.0 11% 62.8 13% 12.8 26%
・産業資材分野好調
・生産性向上

計 440.0 100% 485.2 100% 45.2 10%

日　本 30.3 - 41.8 - 11.5 38% 炭素繊維事業増益

<売上高比> <10.3%> <13.5%> <3.2%>

欧　州 13.2 - 11.8 - △ 1.4 △11% TTE増設先行負担

<売上高比> <13.9%> <10.5%> <△3.5%>

米　州 △ 0.4 - 10.0 - 10.4 -
・産業資材分野好調
・生産性向上、コストダウン

<売上高比> <△0.8％> <16.0%> <16.7%>

消去・全社 △ 1.5 - △ 3.8 - △ 2.3 -

計 41.6 - 59.8 - 18.2 44%
<売上高比> <9.5%> <12.3%> <2.9%>

36.2 － 49.3 － 13.1 36%

△ 35.2 － 28.5 － 63.7 -

内訳

経　常　利　益

当　期　利　益

営
 

業
 

利
 

益

売
 

上
 

高

（２）所在地別セグメント（２）所在地別セグメント
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３．営業利益の四半期別推移

７５３

５６

△１２２

８１９

05/1Q

１,０２６

１２３

△１１４

１,０１７

2Q

１,１２８

１１５

△１３３

１,１４６

3Q

１,２５６

１５１

△１３２

１,２３７

4Q

１,１２１

７０

△１５５

１,２０６

06/1Q

１,８７４

１２２

△１３６

１,８８８

2Q

１,７８３

２４１

△６２

１,６０４

4Q

１,２０２計

９９その他

△１０３
テキス
タイル

１,２０６
炭素

繊維

3Q

(単位：百万円）
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４．主要決算参考データ

先物予約コスト123344221為替差損

第三者割当増資９月実施6464－株式交付費

△505△1,049△544営業外損益 計

(765)

191

352

(221)

193

28

06.3 (a)

営

業

外

損

益

(536)    (1,301)（営業外費用計）

185376その他営業外費用

設備投資による借入金増165517支払利息及び割引料

(31)(252)（営業外収益計）

44237その他営業外収益

△1414受取利息及び配当金

内訳差 (b)－(a)07.3 (b)

（単位：百万円）

（１）営業外損益（対前年比）
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2424－投資有価証券売却損

前期、ＰＣＢ処理費用 等△151－151環境対策費用

(△5,760)(1,974)(7,734)（特別損失計）

内訳差 (b)－(a)07.3 (b)06.3 (a)

△5,234△1,973△7,207特別損益 計

△59－59減損損失

△58－58反ﾄﾗｽﾄ法関連調査費用

徳島地下水浄化費用減△541,0811,135構造改善費用

前期、旧大垣工場跡地処理損
失 等

△5,4618696,330固定資産売却及び廃棄損

(△526)(1)(527)（特別利益計）

前期、大阪地区社宅売却 等△5261527固定資産売却益

特

別

損

益

（２）特別損益（対前年比）
（単位：百万円）
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（３）連結貸借対照表（対前期末比較）

1,36240,64639,284（負債計）

3,166

8,360

6,519

24,405

42,450

747

19,898

1,618

9,209

10,753

225

０６．３

（a）

第三者割当増資98億円、当期利益29億円13,17216,338（純資産）

14,53456,984（資産計）

原燃料価格高騰 等2,93812,147棚卸資産

TTE増設、国内三島工場増設 等8,83128,729固定資産

2,2418,760営業債務

未払金(設備投資増) 等3,87612,236その他

△4,75519,650借入金

前払年金資産 等8311,578投融資等

繰延税金資産 等9132,531その他

1,10411,857営業債権

△83142現預金

内訳
差

(b)－(a)

０７．３

（ｂ）

（単位：百万円）

自己資本比率 7.5% 28.7%
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１．通期連結業績見通しの概要（対当期比）

構造改善費用減

炭素繊維 ＋６ テキスタイル ＋４

その他 △１

炭素繊維 ＋５３ 、テキスタイル △２

その他 ＋４

内訳

29

49

60

485

07.3

(a)

+15.6％857経常利益

+47.3％1342当期純利益

+15.4％969営業利益

+11.3％55540売上高

増減率
差

(b)-(a)

08.3

(b)

Ⅱ．２０年３月期通期業績見通し

（単位：億円）

為替レート（円/ドル） 117 110

営業利益ROA 12.0％ 11.1％
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２．セグメント別通期の見通し（対当期比）
（単位：億円）

07.3月期(a) 08.3月期(ｂ) 増減(ｂ)－(ａ)

構成比 構成比 増減率

炭素繊維 340.5 70% 393.0 73% 52.5 15%
・TTE増設寄与
　産業資材・航空機分野好調継続

テキスタイル 64.3 13% 62.0 11% △ 2.3 △4% ・事業規模適正化

その他 80.3 17% 85.0 16% 4.7 6%

計 485.2 100% 540.0 100% 54.8 11%

炭素繊維 59.0 - 65.0 - 6.0 10%

<売上高比率> <17.3%> <16.5%> <△0.8%>

テキスタイル △ 4.6 - △ 1.0 - 3.6 －
・総コスト削減
・差別化素材拡販

その他 5.3 - 5.0 - △ 0.3 △6%

計 59.8 - 69.0 - 9.2 15%

49.3 － 57.0 － 7.7 16%

28.5 － 42.0 － 13.5 －当　期　利　益

内訳

売
 
上
 
高

営
業
利
益

経　常　利　益

・TTE増設寄与
・価格堅調
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３．営業利益の四半期別推移と07年度見通し

３，４２０

１９０

△７０

３，３００

07上期

見通し

１，１２１

７０

△１５５

１，２０６

’06/1Q

１，８７４

１２２

△１３６

１，８８８

2Q

１，２０２

９９

△１０３

１，２０６

3Q

１，７８３

２４１

△６２

１，６０４

4Q

３，４８０

３１０

△３０

３，２００

07下期

見通し

６，９００計

５００その他

△１００
テキス

タイル

６，５００
炭素

繊維

07通期

見通し

(単位：百万円）
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1,700

1,238

2,869

2,008

11,203

7,307

07年3月期

2,0831,473連結

1,5801,042単独

３．研究開発費

4,4752,177連結

3,0991,673単独

２．償却実施額

14,1116,849連結

12,3003,010単独

08年3月期

（年間）見込み
06年3月期1.設備投資額

（参考）投入資源
（単位：百万円）
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現中期計画（STEP FORWARD 2008）における経営戦略

炭素繊維事業は収益力のスケールアップと利益ある成長、
その他事業は安定収益確保を狙い、次のような経営戦略を展開する。

炭素繊維事業

1.品質、価格競争力の向上により世界一流レベルの地位を堅持する
2.需要増への的確な対応を行い、責任ある供給体制を構築する
3.日欧米３極によるグローバルオペレーションを強化する
4.コンポジット事業の拡大を図る
5.新規用途の開発を推進する
6.新技術の開発によりプロセスの革新を図る
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テキスタイル事業

生産・販売規模の適正化と開発型付加価値素材や海外オペレーショ

ンの拡大により収益力の向上を図り、安定収益体質を構築する

機械・エンジニアリング事業
得意技術・製品を核として、安定収益を維持するとともに、ユーザー
の海外生産への対応や環境関連ビジネスの拡大を図り、収益をさら
に拡大する

サービス事業
地域に密着したリネンサプライサービスを中心に、周辺事業の収益
拡大を図る
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（１）連結数値 (単位：億
円）

見通し

1.13.011.112.0＞12＞10＞9
営業利益

ROA

7

18

25

06

差 異

7

14

20

07

4229503522当期利益

6960705542営業利益

540485600520460売上高

0706080706

実 績中 期 計 画

中期経営計画（STEP FORWARD 2008）の進捗状況
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（２）セグメント別

69

5

△1

65

見通し

07

60

6

△5

59

実績

06

売上高

600

90

70

440

中期

08

70540485合計

68580その他

26264
テキス

タイル

62393341
炭素

繊維

中期

08

見通し

07

実績

06

営業利益

(単位：億円）
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見通しに関する注意事項

当資料に記載されている内容は、種々の前提に
基づいたものであり、記載された将来の計画数値、
施策の実現を確約したり、保証するものではあり
ません。


